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本稿では， I主i語科メディァ・ 1)テラシ一手文育におけるアプロプリエーション (appropriation;
専有)について百命じる。メディア・リテラシーにおけるアプロプリエーションとは， Iメディア・
コンテンツを意味あるかたちで引用し， リミックスする能力J(]enkins， 2009， p.xiv.訳は引用者)
であり， Henry Jenkinsが提起した「新しいメディア・リテラシー (newmedia literacies) J 
(J enkins， 2009)における1のスキルのうちのひとつである。アプロプリエーションは活動を行う
ことのできる能力 (ability)やスキル (skil) を示す概念であるが，その能力やスキルによって
制作される具体的な作i見としては，文学作品のパロデイ (parody)やパスティーシュ (pastiche)， 
音楽作品のリミ yクス (remix)，動画作品に基づいて制作される r-MADムービ-Jゃ IAMVJ







変化させるべきだと主張する(向上， p.109;石田， 2012) 0 さらに Jenkins& Kelley (2013)で
はハーマン・メルヴイルの長編小説 f白鯨 (Moby-Dick)Jの授業を事例としながら，文学の授
業に対する具体的な実践の提案を行っている。砂JIは， Jenkins & Kelley (2013) を検討し，授
業における「読者コミュニティ」成立の条件について考察しているが，このJ=jコで、砂JILi，教師た
















みたい。具体的には，従来，言語文化への「なじみJ(首藤， 2001， p. 11) の深化という視点か











んらかの改変が加えられるものである(首藤， 2004， pp. 14-16)。





る fお経Jを作ろうJ(以下，卯月実践)を紹介する o ~j]月実践の概要は以 iごのとおりである。
( 1 )単元名: i自分のとなえる『お経jを作ろうJ(単元「漢字に親しむ 3J .第 6時から
第911寺)






① 教科書の漢字コラム「日本の文字〔表意文字と表音文字J 全文視写 l!l寺!日j
② !万葉仮名で~IÏìíT を書こう j
仮名の字iWとなった漢字の「五十音表J(光村版6年 F教科書の漢字コラム「名前の 21寺1m
rl:1来Jに掲載)と!F"，らし合わせて， I~I 分の名前を万葉仮名で舎く。
③教科書の漢字コラム「手IMi 漢詩 外来語J全文視写 1 1寺許可
④ 教科書の決字コラム「漢字の読み方・使い方 1J全文祝写 1 1寺nXJ
① 教科書の漢字コラム liグ412の構成J全文視写 21寺I1¥J
⑤ 1 I~I 分のとなえる fお経』を作ろう J
31寺IJ
i坂EI克夫 fお経j(1坂i壬I(Fl88)所JI又)の詩を参考に，自分自身の fお経jを作る。





























では， I社会的ネ y トワークの 1=1::]で作業をする」中で，テクストを読むスキルとはどのようなス
キルか。 Jenkins は，初期の著作から現在の著作に至るまで一貫して「参加J~!文化 (participatory







・操作者として捉える。 Michelde Certeauの研究を月3し1れば ポピュラー・テクスト
を「密猟するJ(‘poaching' )読者という，もうひとつのファンの概念が提起される o I密猟
する j 読者とは，すなわち，テレビを見た経験を，豊かで複雑な参加型文化 (particip~tory





























( 1) r戦略J(strategies)および「戦術J(tactics) 
( 2) rフ、、リコラー ジュJ(bricolage) 
以下，これらの概念について説明する。




























































て寄せ集められたものであることを明らかにした。すなわち， Iフ、、リコラー ジュJとは， I手近に
ある残りもの，使用す、みのもの，そして借りものの断片を寄せ集め，主rたな全体を作り出すJ(ブ



















るのである。 (Certeau，1987， p.341) 
Certeauのモデルによると，読者は偏在しながら，さまざまなテクストの断片を再統合させる。
このような読者によるブリコラージュの具体的な様相については，カルチュラル・スタデイーズ






でも， Iメディア・コンテンツを意義あるかたちで引月3し， リミックスする能力 (Theability to 
meaningfully sample and remix media content) J (Jenkins， 2009， xiv.) を意!床するアプロプリエ
ーションは，その代表的なものであると言ぇょっ。アフロフリエーションについて， ]enkins 






Jenkins はここで， による文化のブリコラージュを， I文化を分解し，それをともに元に戻





以上の議論を踏まえて 国語科教育における翻作法の実践 (2.) をアプロプリエーションとい
う視点から てみたい。
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卯月実践において生徒たちは，この詩を翻作するかたちで，自分自身の，-~お経j っくり J 活動
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( 1 ) rMADムービーJとは，既存の動画や音声，写真などを編集・合成し，再構成することに
よって制作される動画作品であり，主にインターネット上で流通し，視聴されている o
r AMV (Anime Music Video) J は，主に日本のアニメーション作品を素材として編集し，独
自の音楽をつけて構成した動函作品である。
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